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FeCrAl-ODS フェライト鋼のトリチウム透過性を室温から 573K の温度範囲で測定した。393～573K のトリ

チウム透過性は、他のフェライト鋼と同様な値を示し、室温の値はこれらの外挿値よりも低かった。 
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1. 緒言 

事故耐性に優れた材料として FeCrAl-ODS 鋼が有望である。軽水炉適用において燃料棒内で生成したト

リチウムの透過が潜在的課題として考えられ、冷却水のトリチウムインベントリや貯蔵環境への漏洩を評

価するためには、正確な透過係数が必要となる。本研究では、軽水炉燃料の運転時から貯蔵時までのトリ

チウム透過量評価を目的として、トリチウム透過係数を室温から 573K の温度範囲で測定した。実際には表

面酸化膜等によりトリチウム透過が抑制されると想定されるが、今回の測定ではそれら酸化膜が形成され

ていない場合の透過係数を測定した。 

2. トリチウム透過試験 

両面を鏡面研磨した厚さ約 1mm のディスク状の FeCrAl-ODS フェライト鋼(Fe-12Cr-6Al-0.5Ti-0.7CeO2)

を真空装置内に設置し、片面を軽水素・トリチウム混合ガス(T/H～10-4)に暴露し、反対の面から透過して

きたトリチウムを液体シンチレーション溶液に捕集し、同溶液内のトリチウム濃度からトリチウム透過量

の経時変化を測定し、トリチウム透過係数を算出した。試料温度は室温、393K、473K、573K とした。 

3.結果および考察 

図 1 に水素同位体の透過係数を比較している。

FeCrAl-ODS フェライト鋼での透過係数は、393K

～573K の温度範囲では FeCr-ODS フェライト鋼

(F82H、ODS-Eurofer)よりも小さく、FeCrAl の外

挿値程度であった。一方、室温では 393K 以上の

温度依存性からの外挿値よりも小さな値となった。 

備考 

本研究発表は、経済産業省資源エネルギー庁の平成２７

年度発電用原子炉等安全対策高度化技術基盤整備事業

（安全性向上に資する新型燃料の既存軽水炉への導入

に向けた技術基盤整備）の成果である。 
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図1 水素同位体の透過係数の比較
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